平成29年度「群文協」
公文書等の保存管理状況に関する調査書
回答番号を○印で囲んでください。必要な箇所は記述による回答をお願いします。

設問１　日々作成される公文書等の保存管理はどこの課（係）で行っていますか？

     ①文書担当課で集中管理（課・係名　　　　　　　）　　　②各原課で分散管理

     ③その他 
設問２　公文書等の管理規定や保存規定等が明文化されていますか。

     ①されている（名称　　　　　　　　　　　）　　　　　　②されていない

設問３　年間の文書発生件数はおよそ何件くらいですか。

設問4　文書管理システムを導入していますか。

　　　①している　　　　　　　　　　　　　　　　　　②していない
　　　○している場合　→　１.利点・欠点・具体的システム名・メーカーを記述してください。

　　　　　　　　　　　→　２. 文書の電子決裁率は、年間発生文書の何％位でしょうか。
①（　　　）％位　　　　②電子決済機能はあるが使用していない　　　③電子決済機能がない
次ページに設問が続きます
　　　○していない場合→　１.具体的にどんな方法で、文書管理をしているかを記述してください。

　　　　　　　　　　　→　２.今後導入予定のある場合は、導入予定年度や進捗状況、システムについて記述してください。


設問5　文書保存年限はどのように区分していますか。（複数回答可）

     ①１年　　　　 ②２年　 　　 　③３年　　　　　④４年　 　　　　⑤５年

     ⑥７年 　    　⑦１０年　　　　⑧３０年　　　　⑨永年又は永久　　⑩その他（　　　　）

設問6　完結した公文書等はどのように整理していますか。

　　 ①簿冊に編綴　　　　　　②ファイリングシステム　　　　　　　③その他（　　　　　　）

設問7　保存年限が過ぎた有期限文書はどのように処理していますか。

     ①各原課任せで廃棄　　　　　　　　　　　　②文書担当課が引継ぎ集中廃棄

     ③一部選別収集、残りは廃棄　　　　　　　　④その他（　　　　　　　　　　　）

設問8　有期限文書を廃棄する場合、廃棄文書目録を作成しますか。
　　 ①作成する　　　　　　　　②作成しない　　　　　　③その他（　　　　　　　　　）
設問9　文書の廃棄方法について教えて下さい。（複数回答可）
①焼却　　　　　　②溶解　　　　　　③粉砕　　　　　　④その他（　　　　）

　　○廃棄する分量　　年間　　約　　　トン（または文書箱　　　　箱くらい）

　　○文書廃棄にかかる経費　　年間　約　　　　円

　　○文書の内容によって廃棄方法を　　　　①変えている　　　②変えていない
　　○変えている場合→説明を記述してください。

設問10　完結した長期30年（または永年）保存文書はどこの機関で保存管理していますか。

     ①各原課任せ　　　　　　②文書担当課へ引継ぎ   　　 　③その他（　　　　） 
設問11　完結した長期30年（または永年）保存文書はどのように処理していますか。

     ①すべて保存　　　　　　　　　　　　　　②廃棄したものもあるが、大部分は保存

     ③大部分が廃棄　　　　　　　　　　　　　④その他（　　　　　　　）  
設問12　現在、書庫で保存している永年保存文書はいつ頃からのもので、どのくらいの数量ですか。

　　 ①年代（　明治以前　・　明治期　　・　昭和戦前期　・　昭和戦後期　　・　　不明　）

     ②概数　　　　　　　　　　　　　③主な内容 
設問13　公文書等の保存方法としてマイクロフィルム化、デジタル化を導入していますか。

      ①マイクロ化　　　②デジタル化     　 ③全く導入していない　　　　④その他（　　　　）
        次ページに設問が続きます
  　 ○マイクロ化等を実施した場合、原本はどのようにしていますか。

      ①保存　　　　　　②廃棄　　　　　　　③その他 （　　　　　　）

設問14　現用の公文書と歴史資料として重要な公文書等（歴史的公文書）を区別して、保存していますか。
①区別して保存している　　　　　　②保存は一緒だが、目録は区別している

③特に区別していない　　　　　　　④その他（　　　　　　）
設問15　保存管理されている歴史的公文書等を地域住民が閲覧することができますか。
     ①利用できる　　　　　　　　　②一部利用可　　　　　　　　　③条件付きで利用可
     ④その他（　　　　　　　　　　）

設問16　平成21年7月1日に「公文書の管理に関する法律」（公文書管理法）が制定され、平成23年4月1日より施行されています。その内容を踏まえた取り組みが始まっていますか。
     ①取り組みが始まっている　　　　　②検討が始まっている　　　　　　③未検討
     ④その他（　　　　　　）
設問17　公文書等の保存管理や、将来的な利用について考えたり工夫していること、問題点や課題等があればご記入ください。
設問18　「群文協」の今後の活動内容について、ご意見やご要望があればご記入ください。
以下、平成の市町村合併を行った市町村にうかがいます。
設問19　合併後の旧町村の公文書等については、現在どのように保管していますか。
        ①新市・町において一括保管　(保管場所：　　　　　　　　）

　　　　②旧町村の役場等に分散保管 （　　　　　　　　　　箇所に分散）

        ③資料館・図書館等で保管　　　　　　

　　　　④その他（　　　　　　　　　）

○旧町村より引継いだ公文書量（段ボール　　　　　　箱位、または距離　　　　　　　ｍ位）

      ○旧町村より引継いだ公文書について目録が　（　　ある　　・　ない　・　町村により　）

設問20　旧町村の公文書等を今後どのように取扱う予定ですか。
      ①整理・一括管理により利用に供する。　　　　　　②計画検討中

            　

      ③未検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④その他（　　　　  ）  　

設問21　市町村合併に伴う公文書等保存・管理・活用についての課題・問題点はどのようなものが　　　　　あるとお考えですか。（自由記述）　

調査は以上です。ご協力ありがとうございました。
回答後の本調査書につきましては、お手数をおかけしますが、下記まで電子メールまたはファックスで送付いただきますようお願いいたします。【提出期限：12月18日（月）】
市町村名：　　　　　　　　　　　記入者（所属・氏名）：















































「群文協」連絡先


事務局：県立文書館


担　当：大谷、小高


電　話：027-221-2346


ＦＡＸ：027-221-1628


メール：ootani-noriyasu@pref.gunma.lg.jp
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